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（ 続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 ISPO(インドネシア持続的アブラヤシ認証制度)は、インドネシアで急速に広がるアブ
ラヤシ栽培が、環境破壊や人権侵害をもたらすことなく持続的な生産を推進すべく、土
地取得、生産過程および流通過程に様々な改善をもたらそうとする試みで国際的に注目
を集めている。一方、制度が開始されたのは2011年と新しく、制度実施のために様々な
問題が生じたのに対し、政府・企業・住民は多くの場合手探りで解決策を模索してきた
のであった。本論文は、このISPOの小農レベルにおける実施過程を包括的に論じた。本
論文の包括的議論は、スマトラにおけるアブラヤシ生産の爆発的拡大をもたらした重要
な政策要因であるPIRトランスマイグレーション政策の実行過程、ISPOが生み出される
直接のきっかけとなったEU再生エネルギー指令や、インドネシアやマレーシアに対する
アブラヤシ栽培にともなう森林減少や環境問題に対す批判、ISPO成立のプロセスとISPO
実施過程の分析、特に小農アブラヤシ栽培のISPO認証の実際、その過程で生じた問題と
くに土地問題の解決、さらに小農がISPO認証を得るメリットをカバーした。 
 以上の研究から本論文は次の学問的貢献をなした。 
第一に、本論文は、アブラヤシ栽培急増の過程と問題点、ISPO制度設立の背景と誕生
のプロセス、その実施過程、特に小農がその認証を得るに際しての困難点、その困難な
問題を解決する過程、さらに小農にとってのメリットを包括的に論じた。 
第二に、小農によるISPO認証取得の最大の困難点は、土地問題であることを明らかに
した。すなわち、制度化・合法化のプロセスでもあるISPO認証にとって、合法的な土地
所有は重要な条件であった。しかし、ほとんどの住民は政府の発行する土地証は持た
ず、慣習的に土地を保有する場合が普通だか、慣習的土地保有（とこれに基づく証書）
は要件をみたしたとは考えられなかったためこのような事態となったというISPO実施過
程に問題点とその背景を論じた。 
第三に、このような事態に対し、行政、企業、住民の間で問題解決の方策が模索さ
れ、その結果一つの方法として、エンクラ（英語ではEnclave）と呼ばれる、当該住民
にのみ飛び地のように住民に対して土地権と土地証書を付与しようとする政策が生み出
され、これにより問題解決の道筋が示されることになったという、問題解決の道筋を示
した。 
第四に、中核プラズマ・トランスマイグレーションの結果生み出された集落について
は、中核企業との土地の交換によって、土地証と農園登録証取得の道が開かれ、住民は
これによって銀行からの信用取得の道が開かれるというメリットを得た。これんは、住
民にとっての問題解決のためのインセンティブであり、これがあることによって問題解
決が可能になったことを明らかにした。 
第五は、本論文は以上のように、ISPO認証取得過程で生まれた様々な試みのなかで特
  
に本論文は土地問題に生まれた政策的試みに注目し、それによって土地紛争が解決し、
住民が土地証書と農園登録証書をうるプロセスを示した。本論文は、小農レベルのISPO
の具体的実行過程の分析から、このようなプロセスによるISPOのメリットと、住民がそ
れゆえ積極的にプログラムを推進することになったという問題解決の実際を示すことに
成功した。 
本論文は、ISPO制度に関する包括的な研究から、ISPOがその制度実施により土地問題
の解決によるインドネシアのアブラヤシ栽培の制度化・合法化に貢献をなしていること
を実証し、またISPO制度の積極面を明らかにした。これはISPO研究への重要な貢献であ
るのにならず、インドネシアひいては熱帯地域のアブラヤシ・環境問題研究への重要な
学問的貢献ということできる 
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成31年1月25日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
